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氏　　　名

　すがわら　ひろのり

菅原　裕典
　 　　 さとう　ひでお

　 佐藤　英郎
　 とき　じゅんゆう

　 時　準雄
　 　　 かまた　よしゆき

鎌田　善幸
ちだ　よしもと

千田　祥幹
　　 なかがわ　としひこ

中川　俊彦
いぬかい　やすはる

犬飼　泰治
たかはし　れいじ

高橋　玲二

氏　　　名

　　 あべ　しげき

阿部　重樹

ほりえ　じゅんこ

堀江　淳子

あさの　としえ

浅野　智江

さとう　ひろこ

佐藤　博子

　　 かやば　ひさみ

萱場　久美

むらやま　ゆうしゅん

村山　裕俊

評議員

評議員

評議員

評議員

理事

理事

監事

監事

評議員

評議員

社会福祉法人無量壽会　評議員

社会福祉法人無量壽会　役員（理事・監事）

理事長

理事

理事

理事

評議員
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平成３０年度　職員構成表（主な役職・職種）

※平成３０年４月１日現在

役職・職種名 氏　　名 備　　　　　考

寳樹苑いずみ苑長　・　“日だまりの家”いずみデイサービスセンター所長・　

“日だまりの家”いずみ居宅介護介護支援センター所長兼務

■寳樹苑

清涼苑苑長　・　双葉ヶ丘デイサービスセンター所長　・

双葉ヶ丘地域包括支援センター所長兼務

副苑長兼介護支援専門員 鈴木　裕之 清涼苑副苑長兼務

係長 森岡　改

○１階

介護支援専門員兼相談員 村上　留美 介護員兼務

１F介護主任 横山　幸子

１Fﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ（こもれび） 西村　朋春

１Fﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ（そよかぜ） 寺崎　辰吾

○２階

相談員 佐々木　郁子 介護員兼務

２F介護主任 小林　玲子

2Fﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ（やすらぎ） 青栁　和幸

2Fﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ（ぬくもり） 高橋　吉之

■清涼苑

寳樹苑苑長　・　双葉ヶ丘デイサービスセンター所長　・

双葉ヶ丘地域包括支援センター所長兼務

副苑長 鈴木　裕之 寳樹苑副苑長・寳樹苑介護支援専門員兼務

係長兼相談員 梅津　早苗

相談員 佐藤　梨絵 介護員兼務

介護主任 菅原　典子

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 曽我　樹

■双葉ヶ丘デイサービスセンター

寳樹苑苑長　・　清涼苑苑長　・

双葉ヶ丘地域包括支援センター所長兼務

係長兼相談員 林　真孝 介護員兼務

相談員 大宮　律子 介護員兼務

相談員 佐藤　直美 介護員兼務

相談員 松川　祐佳 介護員兼務

介護リーダー 畠山　佳奈

■給食係

係長兼管理栄養士 高橋　浩美

■双葉ヶ丘地域包括支援センター

所長 只木　和彦 寳樹苑苑長　・　清涼苑苑長　・

双葉ヶ丘デイサービスセンター所長兼務

係長兼社会福祉士 清水　陽子

機能強化職員 阿久澤　希望

主任介護支援専門員 小坂　馨

介護支援専門員 氏家　玲子

看護師 柿崎　淑恵

所長 只木　和彦

中川　俊彦法人本部長・理事

只木　和彦

只木　和彦

苑長

苑長
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■双葉ヶ丘居宅介護支援センター

介護支援専門員 浅川　昌恵 居宅介護支援センター管理者兼務

介護支援専門員 文屋　千愛

■寳樹苑いずみ

法人本部長　・　“日だまりの家”いずみﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ所長　・

“日だまりの家”いずみ居宅介護支援ｾﾝﾀｰ所長

介護支援専門員兼相談員 新山　景子

介護支援専門員兼相談員 遠藤　佳奈

２階介護主任兼介護支援専門員 植松　誠

３階介護主任 横山　雄也

事務主任兼介護員 安積　保 事業推進・地域支援室主任兼務

ユニットリーダー（２F西区） 佐藤　智美

ユニットリーダー（２F東区） 秋元　香那子

ユニットリーダー（３F西区） 江波　隆志

ユニットリーダー（３F東区） 松田　美春

■“日だまりの家”いずみデイサービスセンター

所長 中川　俊彦 法人本部長　・　寳樹苑いずみ苑長　・

“日だまりの家”いずみ居宅介護支援ｾﾝﾀｰ所長兼務

係長 植村　有佳子 “日だまりの家”いずみ居宅介護支援ｾﾝﾀｰ係長兼務

介護主任 黒井　陽子 相談員兼務

相談員 熊谷　美佳

■“日だまりの家”いずみ居宅介護支援センター

所長 中川　俊彦 法人本部長　・　寳樹苑いずみ苑長　・

“日だまりの家”いずみﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ所長兼務

係長兼介護支援専門員 植村　有佳子 “日だまりの家”いずみﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ係長兼務

介護支援専門員 佐々木　恵美子

■法人本部事務局

事務長 合澤　真里

総務主任 勝賀瀬　安彦

業務主任 新山　聡 総務事務員兼務

■事業推進・地域支援室

室長 渡邊　伸

主任 安積　保 寳樹苑いずみ事務主任・介護員兼務

■嘱託医

内科 福田　陽一

精神科医 千葉　英明

理学療法士 千葉　大輔

苑長 中川　俊彦
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寳樹苑いずみ・“日だまりの家”いずみ 防火管理体制 

（平成 30 年度） 

 
防火管理者  苑 長 中川 俊彦 
防火担当責任者 火元責任者 
担当区分 職・氏名 担当区域 氏 名 
１階 
 
 
 
 

主任 
 安積 保 
 
 
 

①厨房 安積 保 
②医務室 丹野 由起 
③デイサービス 黒井 陽子 
④居宅事務所 植村 有佳子 
⑤上記（①～④）以外 安積 保 

２階 
 

主任 
 植松 誠 
 
 

２階西区 佐藤 智美 
２階東区 秋元 香那子 
特浴室 植松 誠 
２階交流ホール 植松 誠 

３階 主任 
横山 雄也 

３階西区 江波 隆志 
３階東区 松田 美春 
３階交流ホール 横山 雄也 

４階・屋上  倉庫 安積 保 
屋上 安積 保 
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自衛消防隊組織編成表①[ 日 中 ] 
 
             通報連絡班 
              班長（相談員・新山景子） 班員 事務員 
  自衛消防隊隊長    消火班 
 （苑長・中川俊彦）    班長（主任・植松誠）  班員 安積・佐藤（美） 
             避難誘導班 
              班長（主任・横山雄也） 班員 江波・佐藤（智）・松田・秋元

 
           ※必要に応じ、応急救護班を組織する。 
              班長（看護師・丹野由起） 班員 菅原・介護員 
任務分担 

 
通報連絡班 

○１１９番で消防機関へ通報。 ○施設内への非常放送を行う。 
○関係者への連絡 

消火班 ○消火器等による初期消火を行う。 

避難誘導班 ○出火時における避難者の誘導を行う。 ○逃げ遅れ者の確認を行う。 
○逃げ遅れ者の誘導・救出。 ○負傷者の搬送を行う。 

応急救護班 ○応急救護所の設置。  ○負傷者の応急処置。 
 
自衛消防隊組織編成表②[ 夜 間 ] 
役割 担当者 人員 任務内容 
隊長 夜勤者及び宿直者の

中から事前に指名 
１名 ○初期措置全般の指揮。 

○避難開始の決定・避難人員の確認及び、災害状

況の確認。 
通報連絡係 宿直者 １名 ○１１９番通報を行う。 

○夜勤者及び、利用者へ火災発生非常放送を流

す。 
○夜間緊急連絡先一覧により、職員の呼び出し。

○近隣地域へ協力要請。（スピーカー） 
初期消火係 夜勤者 １名 ○消火器・屋内消火栓設備を活用した初期消火

を実施。 
○初期消火が困難な場合は、避難誘導担当の支

援にあたる。 
避難誘導係 夜勤者 １名 ○利用者の避難誘導を行う。 

 ※呼び出しにより参集した職員は、原則として、避難誘導及び、応急救護を担当する。 
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（社福）無量壽会　　　平成３０年度会議・委員会活動・部門活動について

■法人全体・事業横断
○会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的
中川 不定期 ・経営に関する諸問題の検討・立案・実行。・理事会議案検討

（法人本部長） ・月次における経営状況の把握。

合澤 毎月第1水曜日 ・法人事業運営、経営における懸案事項の検討・立案。　

（事務長） 9:30～11:30 ・経営状況確認　　・連絡事項伝達　　　等

只木 毎月第2水曜日 ・各事業における懸案事項の検討・立案

（苑長） 16:00～17:30 ・経営状況確認　　・連絡事項伝達　　　等

○委員会
運営責任者 日程・頻度 主な目的

毎月第3水曜日 感染症を起こさない、また、再発させない対策（マニュアル

（看護師） 17:00～17:15 作成、業務改善等）の検討・立案・実行・周知徹底。

毎月第3水曜日 褥創を起こさない、また、再発させない対策（マニュアル作成、

（看護師） 17:15～17:30 業務改善等）の検討・立案・実行・周知徹底。

森岡 毎月第3水曜日 事故の再発防止及び、未然に事故を防ぐ対策の検討及び、

（係長） 16:00～16:30 実行、職員間の周知徹底。

森岡 毎月第3水曜日 虐待防止、身体拘束ゼロを前提に、身体拘束を行わない対応の

（係長） 16:30～17:00 検討及び、職員への啓蒙活動。

勝賀瀬 奇数月第3木曜日 職員の健康障害の防止、健康保持及び、職場環境の改善。

（衛生管理者） 16:00～16:30
衛生委員会

係長会議

会議名

委員会名

介護事故防止委員会

身体拘束等適正化・虐待防止委員会

経営会議

本部会議

感染症対策委員会

褥創予防対策委員会

12



■寳樹苑

○定例会議 　　　　　　　　　　　　　　

運営責任者 日程・頻度 主な目的

森岡 毎月第３水曜日 各フロアの活動内容報告とフロア間活動内容調整。

（係長） 9:10～

1F 横山・小林 必要時 全体検討事項について

2F （主任） 19:30～ フロア毎の討議。

各ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ 月1回　第1週目 ユニット内ご利用者のケアの検討と調整。

ユニット活動について

　
○部門

運営責任者 日程・頻度 主な目的

1F 部門リーダー 月１回 フロア内の排泄に関する問題の検討。

2F 部門リーダー 排泄ケア全般の調整。勉強会の実施。

1F 部門リーダー 月１回 フロア内の入浴に関する問題の検討。

2F 部門リーダー 入浴ケア全般の調整。勉強会の実施。

1F 部門リーダー 月１回 フロア内の余暇活動の計画・調整。

2F 部門リーダー 行事の計画・調整。勉強会の実施。

1F 部門リーダー 月１回 福祉用具の選定。床ずれ予防への取り組み。

2F 部門リーダー 勉強会の実施。

1F 部門リーダー 月１回 フロア内の食事に関する問題の検討。

2F 部門リーダー 食事に関するケア全般の調整。勉強会の実施。

1F 部門リーダー 月１回 新規採用者や実習生の進捗状況に合わせた指導内容の検討。

2F 部門リーダー 勉強会の実施。

○委員会
運営責任者 日程・頻度 主な目的

相談員 毎月第２木曜日 寳樹苑申請者の入所順位検討。

ケアマネ 14:00～15:00 寳樹苑申請者の入所判定。（臨時日程での実施あり。）

只木 5月、8月、11月、2月 お客様からいただいた意見・要望・苦情に対し、迅速かつ誠

（苑長） 14:00～15:00 意を持って対応するとともに、サービス向上につなげていく。

高橋 毎月第1水曜日 フロア内の食事に関する問題の検討。

（給食係長） 16:00～ 食事に関するケア全般の調整。

○研修
運営責任者 日程・頻度 主な目的

森岡 毎月１回 事業方針・経営理念、権利擁護、食中毒予防、介護事故

(係長) 19:00 感染症対策、看取りケア、認知症、部門活動、委員会

1時間～1.5時間程度

内部研修会

指導部門

排泄部門

入浴部門

余暇部門

ユニット別会議

委員会名

入所検討(判定）委員会

苦情解決第三者委員会

給食委員会

研　　修

専門的ケア部門

合同リーダー会

食事部門

寳樹苑会議

（各４ユニット）

部門名

会議名
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■清涼苑
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的
梅津 月１回 フロア内の行事日程の決定

（係長） 居室調整・懸案事項の検討

曽我 月1回 ユニット内ケースの検討。連絡事項伝達。

（ユニットリーダー） 懸案事項の検討。

梅津 月1回 ケース検討。

（係長） 個別援助計画の作成。

菅原 月１回 連絡事項伝達。ユニット会議報告。

（介護主任） 懸案事項の検討

○部門
運営責任者 日程・頻度 主な目的

　 月１回 食事、口腔ケアに関わる問題の検討、調整、物品管理

　 月１回 排泄ケアに関わる問題の検討、調整、物品管理

　

　 月１回 入浴ケアに関わる問題の検討、調整、物品管理

　

　 月１回 余暇活動に関わる問題の検討、調整、物品管理

　

　 月１回 入退苑に関わる業務の充実や効率化の検討、調整

　

月１回 新人教育に対しての業務指導、マニュアル管理、調整

■双葉ヶ丘デイサービスセンター
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的

林 月１回 事業運営に関する懸案事項の検討・勉強会　　等

（係長）

林 月１回 ご利用者をより深く知り、日々のケアにつなげる

（係長）

林 月１回 業務の効率化やサービス内容の検討等

（係長）

■双葉ヶ丘居宅介護支援センター
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的
浅川 月１回 双葉居宅の体制についての検討

（管理者）

浅川 月１回 ケアマネジメントとの質の向上

（管理者） 新規事例、困難事例の検討

会議名

会議名

双葉デイ職員会議

ケア会議

会議名

ケア会議

業務改善会議

双葉居宅勉強会

部門名

余暇部門

入浴部門

フロア会議

リーダー会議

ユニット会議

排泄部門

入退苑関連部門

OJT部門

食事部門

双葉居宅ミーティング
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■寳樹苑いずみ
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的

植松、横山 現状（ユニット内・サービスの提供・職員）の確認、問題点

（介護主任） の洗い出し及び、対応策の検討

ユニット内ケースの検討・連絡事項伝達

懸案事項の検討

中川 運営状況報告　意見の吸い上げ、改善

（苑長）

○委員会
委員会名 運営責任者 日程・頻度 主な目的

中川 お客様からいただいた意見・要望・苦情に対し、迅速かつ誠意

（苑長） を持って対応するとともに、サービス向上に繋げる。

丹野、菅原 4月・7月・ 感染症を起こさない、また、再発させない対策（マニュアル

（看護師） 10月以降毎月 作成、業務改善等）の検討・立案・実行・周知徹底。

丹野、菅原 4月・7月・ 褥創を起こさない、また、再発させない対策（マニュアル作成、

（看護師） 10月以降毎月 業務改善等）の検討・立案・実行・周知徹底。

植松 月1回 事故の再発防止及び、未然に事故を防ぐ対策の検討及び、

（2F介護主任） 実行、職員間の周知徹底。

中川 5月・8月・11月 虐待防止、身体拘束ゼロを前提に、身体拘束を行わない対応の

（苑長） ・2月 の検討及び、職員への啓蒙活動。

新山 寳樹苑いずみ申請者の入居順位検討。

（相談員） 　

千葉 食事内容・行事食の検討。

（管理栄養士） 　

丹野 安全衛生面に関して、施設の現状を把握し、改善策を検討する。

（看護師） また、改善に関して周知徹底を図る。

植松、横山 花火鑑賞会の企画・立案

（介護主任）

植松、横山 敬老お食事会・新年お食事会の企画・立案

（介護主任）
行事運営委員会（敬老会・新年会） ９月・１２月

苦情解決第三者委員会 奇数月

介護事故防止委員会

ﾕﾆｯﾄﾘｰﾀﾞｰ

行事運営委員会（花火） ７月・８月

月1回

奇数月

入居検討委員会

安全衛生委員会

月１回

身体拘束等適正化・虐待防止委員会

月１回

食事検討委員会 月１回

隔月

ユニット別会議

会議名

運営推進会議

リーダー会議

感染症対策委員会

褥創予防対策委員会
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■“日だまりの家”いずみデイサービスセンター
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的
植村 月１回

（係長） 第１月曜日

植村 当日の利用者状況や申し送りの確認

（係長）

植村 月１回 日だまり会議の内容検討、進捗状況確認、勉強会

（係長） 第４金曜日 懸案事項の検討

千葉

（管理栄養士）

中川 運営状況報告　意見の吸い上げ、改善

（所長）

■“日だまりの家”いずみ居宅介護支援センター
○定例会議

運営責任者 日程・頻度 主な目的
植村 ケース検討、勉強会、お客様に関する情報、サービス提供

（係長） にあたっての留意事項の伝達。

植村 ケアマネジメントの質の向上

（係長） 新規事例、困難事例の検討

■上記施設以外
○定例会議

会議名 運営責任者 日程・頻度 主な目的
渡邊 隔月 地域貢献に資する事業の起案と運営を目的とし開催する。

（室長）

月１回 サービス提供の統一と向上。各部署の配置ナース

（第4週目） との連絡調整

高橋 毎月第２火曜日 連絡調整会議の報告・行事予定

（給食係長） 厨房内の意見交換

清水 毎月第1火曜日 研修参加確認・スケジュール確認

（係長） 新規事例、困難事例の検討

植村、浅川 ２ヶ月に１回 ケアマネジメントとの質の向上

（係長、管理者）

月1回

医務室会議

月１回

居宅ミーティング 月1回

毎日13時より

日だまり会議

運営推進会議 2ヶ月に１回

デイミーティング

会議名

食事検討委員会

ケアプラン更新者のモニタリング・アセスメント検討、勉強会他ケア会議

食事内容・行事食の検討

会議名

双葉・日だまり居宅合同勉強会

包括ミーティング

給食職員会議

地域支援ミーティング

日だまり居宅勉強会
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平成３０年度 法人本部 事業計画 

 

Ⅰ  

平成 30 年度基本方針 

職員が前向きに働ける環境づくり・施設ご利用の快適化に取り組むと

共に、地域の方々に認知・信頼され、頼りにされる法人を目指す。 

 

重点目標 
１．双葉ヶ丘施設共有部の活用の見直し  
  ○食堂・トイレ等、お客様（ご利用者・来苑者・職員等）がより快適に施設をご利用い

ただける為の検討 
  ○空きスペースの活用方法の検討 
  ○上半期中に意見の集約・活用の改善内容をまとめ、必要に応じ改修工事・物品の購入

を行い、12 月中までの完成を目指す 
 
２．寳樹苑(1F)で検討・遂行していくユニットケアの取り組み（ハード面・ソフ

ト面）の協力・支援  
  ○上記１．と連動しながら支援し、体制を整備していく 
 
３．人事考課制度の見直し  
  ○人事諸制度改正委員会を立ち上げ、現行の人事考課制度の見直し、新たな体制の構築

を検討する。 
   ［2 カ年計画とし、平成 30 年度は現状の把握・分析・情報収集を中心に行う］ 
 
４．地域支援事業の拡充   
  ○現在実施している上谷刈地区の「買物支援事業」の他、各拠点地域のニーズにあった

地域支援サービスの実施 
  ○上記の事業の他、既存事業も含めた法人としての地域支援・貢献の在り方を 
   検討する。 
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【看護師】 

①ご利用者の健康管理及び医療面についての相談・助言・指導を行う。 
  ②緊急時の判断をするための知識・技術を習得し、嘱託医との連携を図り早期対応 
   に努める。 
  ③感染症対策・緊急時対応については適宜マニュアルの見直しを行い、他職種への 
   周知を図る。看取り看護については他職種との連携でマニュアルの整備を進める。 

④ケアプランに沿った医療ケアサービスの提供とその内容を正確に記録する。 
 

Ⅳ 年間行事計画 
月 計  画 実施 月 計  画 実施

４月 お花見会  １０月 家族懇談会  
５月 季節の外出  １１月 芋煮会  
６月 季節の外出  １２月 クリスマス会  
７月 夏祭り  １月 新年会  
８月 盆供養  ２月 節分  
９月 敬老会  ３月 ひな祭り  

 

Ⅴ 年間内部研修予定 
事業方針・経営理念、権利擁護、食中毒予防、介護事故防止（２回）、感染症対

策、看取りケア、認知症、部門活動、委員会より 
※毎月１回予定。 
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２．行事・運営計画・内部研修計画 
月 行事・運営計画 実施 内部研修計画 実施

４月 お花見（上、中旬）  緊急時対応研修  
感染症・褥瘡予防対策委員会    

５月 ワックス掛け  感染症・食中毒予防研修①  
運営推進委員会  ２、３年目職員研修（他部署体験）  
身体拘束等適正化･虐待防止委員会    

６月   経営理念研修  
７月 感染症・褥瘡予防対策委員会  事故発生防止研修①  

運営推進委員会 

防災訓練（夜間想定）[運営推進会議同日]

   

８月 上谷刈地区夏祭り参加（上旬）  身体拘束適正化・権利擁護研修  
花火鑑賞会（出店地域開放）    
身体拘束等適正化･虐待防止委員会    

９ 
月 

敬老お食事会  認知症研修  
運営推進委員会    

10 
月 

感染症・褥瘡予防対策委員会  寳樹苑いずみケア方針研修  
防災訓練（日中想定）    
入居者検診    

11 
月 

家族懇談会  感染症・食中毒予防研修②  
感染症対策委員会、身体拘束等適正化委員会    
運営推進委員会    
入居者・職員ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種    

12 
月 

感染症・褥瘡予防対策委員会  看取りケア研修  
ワックス掛け    
泉パークタウンページェント見学    

１ 
月 

感染症・褥瘡予防対策委員会  事故発生防止研修②  

新年お食事会    
運営推進委員会    

２月 感染症対策委員会、身体拘束等適正化委員会  認知症研修（実践報告会）  
３月 感染症・褥瘡予防対策委員会  予備月  

運営推進委員会    
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平成 30 年度 事業推進・地域支援室 事業計画 

 

【事業推進】 

Ⅰ  

 平成 30 年度基本方針 

人材確保・各事業所の支援 

 

重点目標 
 
１．人材確保 
 
２．各事業所の支援 
 
３．広報活動の強化 
  
 

Ⅱ 職種別の実践目標 
【1.人材確保】 

A：80%以上（大方）達成している B：50～80％未満（半分以上）程度達成している C：50%未満の達成状況 
年 間 重 点 目 標 前期達成度 後期達成度

平成 30 年度新卒内定者の 4 名確保。   
平成 30 年度中途採用者の 6 名確保。   

 
【２.各事業所の支援】 

年 間 重 点 目 標 前期達成度 後期達成度 
施設設備、ケア提供体制の見直し等、職種、部署の垣根を

越えて支援を行う。 
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【３.広報活動の強化】 

年 間 重 点 目 標 前期達成度 後期達成度 
広報、宣伝、広告を通して法人の認知度を高め、事業所の

魅力を伝える。 
  

 

 Ⅲ 役割・業務内容 

１．役割 
①中長期計画の具体的実施に向けての情報の収集、ネットワークの構築を図ります。 
また、広報活動を通じ、法人の社会的認知度を高めます。 

  ・各行政機関（厚生労働省、県、市等）、他法人、民間企業の動き、地域住民等

の動向を収集するとともに、協力可能な企業とのネットワークの構築。 
   
②新規事業に関する情報収集、準備、企画を行います。 
  ・新規事業に関する情報収集、将来性、採算性の検討。 
  ・地域貢献事業について、地域支援室と連携し、実現の為の協力を行なう。 
 
③経営の健全化を図る（ないし、保つ）為の方策を検討します。 
 （経営会議・幹部会議・係長会議・その他委員会等において） 
 
④職員研修の一部に関し、企画立案及び実施し、職員のスキルアップ・モラルアッ 
プ・モチベーションアップを図ります。またその他育成支援体制を考えます。 
 ・新任職員配属部署と連携、協力し、より良い育成支援体制を考えます。 
 ・採用 2 年目以降の職員が目的をもち、更なる成長ができるよう研修企画や仕組

みを検討します。 
  （上記二つについては、定期的な委員会を開き考えていきます） 

    
⑤新卒採用活動を行います。 
 

 ２．業務内容 
①新規事業、既存事業のサービス変更等における事業推進 

    ・将来性、採算性の検討。 
    ・関連機関（行政、地域、協力企業等）からの情報収集、協議及び、ネットワーク

構築。 
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    ・具体的実施計画の立案。 ・事業開始の基盤整備（申請、PR、ｲﾍﾞﾝﾄ企画等）。 
    ・職員研修企画。     ・事業内容、経営状況のチェック及び改善 
 
   ②職員研修、育成支援に関する業務 
    ・内部研修（一部）の立案、実施  ・外部研修の管理 
    ・委員会の開催 
 
   ③採用、実習に関わる業務 
    ・施設見学対応 ・職場説明会・見学会の企画、実施、参加 ・学校訪問 
    ・上谷刈施設における実習生受入れ環境整備 
 
   ④広報 
    ・法人サイトの更新、運営 
    ・イベント参加 
 

Ⅳ 年間計画 

   
 
 
 
 
 

 職 員 採 用 事業所支援、事業の情報収集 広報活動の強化 
４月 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
10 月 
11 月 
12 月 
1 月 
2 月 
3 月 

 
  募集活動重点期間 

（学校訪問・ガイダンス等） 

 
 
  採用試験・継続募集 

 
 
 
  必要に応じて継続募集 

  募集活動てこ入れ 

   事業所支援 

計画立案（双葉等） 

           事業 

           情報収集 

   開始 

 

 

   広報活動 
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【地域支援室】 

Ⅰ 基本方針・重点目標 

平成 30 年度基本方針 

・我々職員も「双葉ケ丘や上谷刈で事業活動している“地域住民”」という

ことを再度認識し、日々の職務に携われるような法人の風土作りを行う。 

 

重点目標 
１．双葉ケ丘地区、上谷刈地区の特性に応じた地域貢献に資する事業（モデル事

業）を展開する。 
 
２．地域におけるセーフティネットとして法人機能の強化、再考を図る。 
 
３．社会福祉法人（公益団体）として高齢者のみならず、制度の狭間にある方の

支援も行えるよう他業種と広域性のある関係構築を行う。 
  
 

Ⅱ 職種別の実践目標 
A：80%以上（大方）達成している B：50～80％未満（半分以上）程度達成している C：50%未満の達成状況 

年 間 重 点 目 標 前期達成度 後期達成度

・双葉ケ丘地区（北仙台中学校区）では高齢者のごみ出し支

援（安否確認を含む）、上谷刈地区（泉中央南近隣）では

小学校の長期休みの際など児童の見守りや支援が行える

ような事業をモデル事業として展開し、事前コマーシャル

や事業に関わって頂ける方のマネジメント、成果の検証、

再考等を行う。 

  

・地域に長く住まわれている高齢者がこれからも安心して

この場所で住み続けることが出来るよう法人のセーフテ

ィネット力強化を図る。 

  

・地域福祉のクラウド（※）として役割が担えるよう多職種、

異業種との関係構築に努め、公益事業における法人機能
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の強化を図る。 
※クラウドの考え方 
「顧客がサービスを必要な時に必要な分だけ使えるような仕組み、手段」 

 

 Ⅲ 地域支援室役割 等 

１．役割 
・社会福祉法人として公益団体の役割（公益性のある事業の実施）を強く意識し、法人から

積極的に地域に出向き地域貢献事業や地域支援、制度の狭間にいる方々の支援などを行う

ことにより地域づくりや共生社会の構築、それに伴う法人機能の強化を図る。 
 
２．事業内容 
①地域貢献事業の立案、検討、実施、検証。 
 ・地域支援ミーティング（※）の運営を行い、法人内から広く地域貢献に資する事業の提

案を受付け検討を行う。  
※地域支援ミーティング…毎月第２水曜日１７：３０より実施。法人内から事業所を問わ

ず自由に参加して貰い地域貢献に資する事業を検討する会議。  
 
②効果的に地域貢献に資する活動が行えるよう各団体との連携構築を図り情報収集を行う。 
 
�各地域における地域包括支援センターと連携を図り、地域課題について法人として支援が

行えるような体制基盤の構築を行う。 
 

Ⅳ 年間計画 
○地域支援ミーティングの運営（毎月第２水曜日） 

○両地区における地域貢献事業の整備、運営 

 ※双葉ケ丘地区は４月より実施。  

 ※上谷刈地区は夏季、冬期２回にて実施。 

○上谷刈・泉中央南連絡会参加（各偶数月開催） 

（泉区家庭健康課、障害高齢課、まちづくり推進課、民生委員、保育所、児童館、しょうが

い者支援団体、高齢者施設、市民センター、地域包括支援センター、仙台市健康増進センタ

ー、泉区社会福祉協議会等参加） 

○外部研修等への参加（随時） 
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